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第29回万国地質学会議を終えて

;石原舜三1)

第29回の万国地質学会議を無事終了することが

でき,かつ諸外国の参加者からお褒めの言葉ばかり

を頂いて,関係者の一人としてほっとしていると同

時に,会議成功へ向げて日夜奮闘された協力者の方

刈こ心からお礼申し上げたい.

ある国の経済的発展度,治安度,政治的安定度を

計る一つの目安としてはオリンピックの開催がある

と私は常々思っているが,東京オリンピックは

1964年の秋に実施されたから,この頃既に日本は

世界の有識者によって戦後から立ち直っていたと見

傲されていたことにたる.学術会議の開催はそれよ

り2期程度遅れるであろうから,1976年の第25回

会議(シドニｰ)で日本招致の提案(佐藤,1989)が

なされても不思議では無かった.事実,鉱物一鉱床

関係の国際会議,IMA-IAGOD会議は1970年に東

京の経団連会館と国立京都国際会議場で2日間ず

つで実施されている.しかし,当時のIGC招致運

動には国内の賛同が得られなかった.

私の記憶が正しげれほ当時の反対理由は次のよう

にまとめられる.

1)会議の規模が大きすぎる.特に国際学会に対

する国家補助が少ない……………実施不能論.

2)各国で地質調査所カミ事務局を行っているが,

日本の地質調査所が諸外国のものに比し小さく,

事務処理機能が無い.一……･事務局不在論.

3)Sessionが多いため等間性が薄まり,学問分極

化,専門化の中で高度な議論が出来ない

･･IGC不要論.

これらの点は初提案から16年たって変わってい

たわけではないが,これらの緒点を突破できたか

ら,会議が成功裏に終了したと言えるのである.

1)まず規模の点は国立京都国際会議場の他,

現在では幕張メッセ,横浜等に欠きたものが出来て

いる.問題は経費であるが,国家補助が少ない点に

は改善は見られず,従って私達がとった方法は登録

料を高くする(前回の1989年のワシントンの$200を

約2倍の45,000円とした)ほか,民間からの募金,

産官の協会,財団･特殊法人などの充分な活用であ

る.資金源の比率は最終的に下記の通りであった.

参加者(登録料)…………………………34.8%

募金………･…･………･･…………･……･…45.5%

協会･財団･特殊法人等………･………･･16.O%

国……………･…･･…………………………3.7%

幸いバブノレ好況期のピｰクを若干ずれていたもの

の,今にして思えば全く幸運な時期に募金活動を行

う事ができ,上記のように全経費の約46%を募金

から賄う事ができた.この点は延期した16年聞の

日本経済の大躍進の賜物であると見ることができ,

協力された民間多杜に感謝したい.

また高い登録料に対する参加者減少については,

4,000人の予定に対して4,277人の参加者カミあったか

ら,全くの危倶であったと見傲しうる.

2)一方,事務局については最終的に地質調査

所がおかれた.お金の問題カミ解決しても学会開催に

は人手の問題がある.学会活動を研究業績と見傲さ

ない日本の習慣のため,研究者の奉仕活動に頼らざ

るを得ない.幸にもボランティア活動の精神カミ日本

にも広がり,地質調査所の有志が献身的活動を実施
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写真至爵宣京都国際会議場における皇太子殿下,渡部恒三通商産業大臣(左)と筆者(右).TheDai1yYomiuri

提供.

したことが,事務局が機能した最大のきっかけとな

ったのである.この点は他の小委員会においても同

様であり,それぞれの母体で献身的な協力者に拠っ

て委員会が成立した.

一方,事務処理に関していえば,今回のIGC成

功の影には1980年代を通じて国内外ともに光ファ

イバ通信を中心とする通信網整備,コンピュｰタ

･ワｰプロなどの事務機器の発達の幸運があり,

この点は16年前の見通Lには含まれていなかった.

3)IGCが地球科学全体の他分野に亘る点は,

他分野にまたカミるMu1tidiscip1ina町subjectsの討

論会を行う事により,むしろ利点ともなるもので,

今回は特別シンポジアム``A:地球の歴史,特に島

弧の発達'',``B:人類生存に向けての地球科学''の

ほか,I-1,I-2,I-3などの他分野を包括する

特別シンポジアムを多くした..今後ともIGCはこ

の総合性･横断性を生かした運営をすべきである.

政府や企業など一般社会に説明した経験から言え

ば,この114年の歴史を持ち,地球科学の全分野を

網羅した国際会議があることは地球科学者の非常に

大きな財産であり,その必要性を容易に説明するこ

とができた.今後とも地球科学者全体として結束を

固め,対外的に対処することが必要であると痛感し

た次第である.

なお,今回の万国地質学会議は,皇太子殿下のご

臨席を賜ったが,殿下には国立京都国際会議場への

ご入場は初めてであったと聞く.また,開会式とパ

ｰティとの問に来賓との対話,特に外国からの招待

者との直接の意見交換をする場を希望されたが,殿

下とのお話しの内容について事前に熱心に質問して

きたアメリカ合衆国のProf.ChuckD趾KEが印象

的であった.

参加者の裏話としては,やはりロシヤ,ウラジオ

ストクの太平洋海洋学研究所のy.FILAT'Ey君であ

ろう.貨物船で神戸に着き,自転車で京都国際会議

場に駆け付け,帰りは横浜まで自転車を漕ぎ,再び

貨物船で帰国したと聞いた.彼の名はVILOR,レ

ｰニンと10月革命に因んで,V1adimirI1iichLenin

OctoberReyo1utionの頭文字をとって彼の父親が名

付けたと言う.大変頼もしい青年である.

事務総長在職中に最も痛切に感じたことは,国際

的な学術会議に対する国や財団からの資金援助の少

なさである.前回のアメリカ合衆国では30パｰセ

ント以上を連邦政府が負担したが,京都の場合には

国が4パｰセント弱を支給したにすぎない.現在,

我が国は多方面から国際貢献を求められている.少

なくとも学術会議に登録されている学会が主催する

国内の国際会議には思い切った公的資金援助をする

事が,世界の人々のみたらず我が国にとっても重要

な事ではあるまいか.
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